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行
橋
市
出
身
で
ス
ペ
イ
ン

・
バ
ル
セ
コ
ナ
在
住
の
画
家

九
十
九
伸

一
さ
ん
（５０
）が
、

市
内
門
樋
町
の
行
橋
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
聖
堂
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
や
墜
画
の
装
飾
を
完

成
さ
せ
た
。

従
来
の
教
会
美

術
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
現

代
ア
ー
ト
風
の
斬
新
な
仕
上

が
０
だ
。

２７
日
の
創
立
５０
周

ワイド
きたきゅうしゅう

故
郷
の
教
会
に
壁
画

あ
す
創
立
５０
周
年
祭
で
披
露

年
祭
で
披
露
さ
れ
る
。

聖
堂
の
改
装
を
考
え
て
い

た
山
元
員

・
主
笙
司
集
（５２
）

が

「聖
堂
の
窓
に
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
を
入
れ
た
い
」
と
九

十
九
さ
ん
の
知
人
に
相
談
し

た
の
が
き
っ
か
け
。　

一
時
婦

国
し
て
い
た
０３
年
１２
月
に
山

元
さ
ん
と
会
っ
て

「教
会
は

自
分
と
同
い
年
。

こ
れ
も
何

か
の
縁
」
と
引
き
受
け
た
。

ス
ペ
イ
ン
に
戻
り
、

半
年

か
け
て

「天
使
の
時
空
」
の

テ
■
マ
で
昼
回
を
制
低

０４

年
８
月
、

聖
堂
内
５
カ
所
に

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
取
り
付

け
ら
れ
た
。

し
か
し
、

こ
れ

だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か

っ

た
。ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
コ
の
米
完

の
影
刻
に
想
を
得
た
油
絵

「
ロ
ン
ダ
ニ
ー
ニ
の
ピ
エ
タ

（慈
愛
）
」

（１
２
０
号
）

肇
画
を
ど
の
完
成
を
書
ぶ
九
十
九
さ
ん

（右
）

――
行
橋
市
門
樋
町
の
行
橋
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

と
、

対
に
な
る

「聖
霊
降

臨
」

（
１
２
０
，
）
を
今
年

５
月
に
飾
り
付
け
た
。

そ
の

後
、

墜
画
の
制
作
に
と
り
か

か
り
、
７
月
に
左
右
の
壁
、

今
月
中
旬
に
聖
堂
入
り
□
上

の
壁
の
絵
を
仕
上
げ
た
。

墜
画
は
や
わ
ら
か
な
曲
線

を
中
心
に
お
か
れ
、

「自
然

界
の
恵
み
」

「祈
り
」

「福

音
を
一体
え
る
た
め
の
派
遣
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
。

山
元
〓
一
ん
と
の
出
会
い
か

ら
約
２
年
。

ス
ペ
イ
ン
と
日

本
を
４
回
往
復
し
て
完
成
に

こ
ぎ
つ
け
た
。

ま
っ
た
く
の

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

「キ
リ
ス

ト
教
徒
で
は
な
い
の
で
、

教

義
か
ら
勉
強
し
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

九
十
九
さ
ん
は
九
州
産
業

大
大
学
院
な
ど
で
美
術
を
学

び
、

８。
年
に
イ
タ
リ
ア
で
創

作
活
動
を
開
始
。

８６
年
、

バ

ル
セ
ロ
ナ
に
ア
ト
リ
エ
を
移

し
て
い
た
。


